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　本稿の目的は、本学の国際交流事業の一つであるホンバン国際大学との教育交流につ
いて、開始期から現在にいたる経緯を振り返り今後の課題を検討することにある。また、
本学のもう一つの国際交流の検討材料として、相澤准教授と本学ベトナム人留学生との
対談の概要を紹介する。
䊠　教育交流の開始
　䊠－Ａ．平成 22 年 1月 22 日　ホンバン国際大学との間で「大学間連携に関する合意
書」が手交される。調印ならびに手交式はホーチミン市ホンバン国際大学において行わ
れ、本学からは西村昭理事長ならびに井上經敏学長が列席した。合意書は日本語とベト
ナム語の二種類が用意される。
　双方の担当者間で確認された内容事項は以下の 6つである。
（1）大学間交流に関する業務協力を行う
（2）相互に大学間交流に関する必要な情報の提供を行う
（3）交換留学制度、教師派遣制度、教師研修制度、セミナー実施、教材の提供を行う
（4）連携内容は個々に委員会を設置し検討する
（5）大学間交流の実施に際し学生の活動を支援する
（6）両大学は連携内容について逐次協議し、信義に従って誠実にこれを履行する
　学長はこのおりの訪越を振り返り、自分の体験を交えて次のように語っている。
　　 少年時代の学長は奉天で玉音放送を聞いた。終戦後の一年をかの地で過ごした後、
上陸用舟艇のような船に乗せられて日本の佐世保まで運ばれたそうである。玉音放
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送の数日のちにはロシア軍が奉天の街に来た。略奪など不法行為にあっても、敗戦
国の人間は何処にも訴える場所が無い。抵抗しても銃で撃たれれば終わりという状
況があった。人間の命のはかなさや死の事実について、学長少年は縷々考えるとこ
ろがあったという。昭和 29 年に上京。空襲の跡でもあろう瓦礫が未だそこここに
残っていた。しかし、学長青年は東京の人々に明るさを見た。これから国を復興さ
せようという活気、エネルギーに満ち溢れた人々の姿が印象的であったという。
　　 この時期の日本人の印象が、今のホーチミンの人々のそれとよく重なるとのことで
あった。現在のベトナムは独立国である。しかし、歴史的にみると中国、フランス、
そしてアメリカの支配を長く受けてきた。周辺国との緊張関係は今でも絶えない。
そうした過酷な歴史的、社会的な状況下にありながらベトナムホーチミンの人々は
元気なエネルギーに満ち溢れている。新興国の貧しさは街の風景にこそ見られるが、
人々の顔には明るさと活気がみなぎっていた。
　ホンバン国際大学は本学を頼りにしていると学長は感じている。教育による人づくり
がこれからのベトナムに必要と言うフン学長に賛同する。ベトナムの福祉制度の発展は
これからであり、ホンバン国際大学との教育交流がベトナムの福祉人材の育成に役立つ
と考えている。また、広い意味での国際社会への貢献にもつながる事業として位置づけ
られると話していた。
　䊠－Ｂ．平成 22年 7月 15 日　ホンバン国際大学との教育交流にかかわる学内会議が
開かれる。主な参加者は、井上学長、今井副学長、安村学部長、久村国際交流委員長、
印藤教務委員長、柴原参与、草刈教務課長、加藤総務課長、伊藤入学広報課長、ならび
にコンサルタントである。
　会議においては、ベトナム社会の状況が内藤氏より紹介され、次にホンバン国際大学
からの本学への希望が伝えられた。
　社会状況に付いては、ドイモイ政策により、日本の企業力、教育、文化や経済などの
政策に関心が高いこと、ホーチミン市で日本語能力検定に一万人を超す受験生が殺到、
公立小学校では日本語教育が開始され、高校の第一外国語は日本語、などの事例が紹介
された。
　ホンバン国際大学の希望は、本学との教育連携、例えば交換教師、交換留学など、ベ
トナムのサマースクール・ボランティアへの本学学生の参加、本学教員による現地講演
の期待があると報告された。
　これらの報告に対して参加者からは、留学生はあくまで本学学生の一人として受け入
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れるのが好ましい、授業についていく為には日本語力は 1級が必要であろう、パイロッ
トスタディ的に少人数を受け入れてみてはどうか、学費は社会人入学制度の適用も検討
可能か、などの意見が出された。
　コンサルタントの意見では、ベトナム政府は自国の若い人材を日本などの国で役立た
せたいと考えており、外国向けの介護人材の育成をすでに公表しており、看護や介護分
野でベトナム学生を学ばせることは方向としては良いと思う、本学で介護や社会福祉を
学ばせて、自国の発展に尽くす人材を育成する、或いは日本で働く有為な人材を育てる
ことは如何であろうか、との提案があった。
　䊠－Ｃ．平成22年11月8日　ホンバン国際大学から交流促進についての提案があり、
井上学長、柴原参与、コンサルタントで打ち合わせ。
　ホンバン国際大学は交流協定にのっとり具体的な動きを起こしたい旨を伝えている。
教員交流、学生交流、講演会、施設見学などの実施意向を持つが、話し合いのための学
長訪越は可能か、などの提案あり。
　学長；教員交流は可能な範囲で行うことができるので検討する。学生交流は双方の理
解を促し主体的な交流につなげて行く。ボランティアなど一緒に行うことも有意義だと
考える。
　参与；本学からの一方的な働きかけでは交流とはならない、双方で歩み出すことが必
要である。日本の福祉制度と同じものをベトナムで立ち上げることは、社会の仕組みや
文化、価値観が異なるので困難。短兵急に進めるのではなく、双方が時間をかけて日越
の人間と社会をよく知るところから始めたい。本学でも教育交流の体制作りを整えたい
と思う。
　䊠－Ｄ．平成 23 年 8月 2日　ホンバン国際大学との交流業務担当者が決まる。藤原
教授、相澤准教授、田中事務局長、加藤総務課長。上記担当者が井上学長、柴原参与よ
り交流業務を引き継ぐ。
Ⅱ．教育交流の実際
　Ⅱ－Ａ．交流会議
交流会議の目的は双方の信頼関係の樹立および実行可能な交流事業の精査であった。
　第 1回　平成 23年 8月 24 日、25日於ＨＢＵキャンパス
HBU側：フン学長、ハイ教授、マイ教授、トゥアン講師、バン国際課職員他
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本学側：田中事務局長、藤原教授、コンサルタント他
　第 2回　平成 23年 10 月 13 日於DCＵキャンパス
HBU側：フン学長、ハイ教授、バン国際課職員　本学側：井上学長、今井副学長、
安村学部長、荒木社会福祉学科長、櫻井心理福祉学科長、久村国際交流委員長、藤原教
授、相澤准教授、柴原参与、田中事務局長、加藤総務課長、コンサルタント
　第 3回　平成 24年 11 月 23 日、24日於ＨＢＵキャンパス
HBU側：ハイ教授、マイ教授、トゥアン講師、バン国際課職員他　本学側：柴原参与、
藤原教授、相澤准教授、コンサルタント他
　第 4回　平成 24年 2月 21 日於ＨＢＵキャンパス
HBU側：ハイ教授、マイ教授、トゥアン講師、バン国際課職員他　本学側：藤原教授、
相澤准教授、コンサルタント
　第 5回　平成 24年 6月 4日、5日　於ＨＢＵキャンパス
ＨＢＵ側：フン学長、ハイ教授、ジェニー国際課長、バン国際課職員他
本学側：田中事務局長、藤原教授、コンサルタント他
　第６回　平成 24年 11 月 22 日　於ＨＢＵキャンパス
ＨＢＵ側：フン学長、ハイ教授、バン国際課職員他
本学側：生田副学長、田中事務局長、藤原教授、番匠准教授、コンサルタント
　Ⅱ－Ｂ．出張講演会
　第 1回　平成 23年 11 月 21 日
　　『近代日本の江戸東京物語－西洋人に見えなかった貧しさ』　藤原　亮一
　　『現代日本における社会福祉の概況―貧困問題と社会保障制度を中心に』
　　相澤　哲
　第 2回　平成 24年  2 月 20 日
　　『中国医学から西洋医学への転換－江戸封建社会にメスを入れた蘭方医』
　　藤原　亮一
　　『沢内村の挑戦－乳児死亡率ゼロを目指して』　相澤　哲
　第 3回　平成 24年 9月 18 日
　　『茶と香　～日本の香文化を中心に～』　中原　篤徳
　　＊講演に続き、組香体験を実施
　第 4回　平成 24年 11 月 21 日　生田　久美子
　　『「知識」の新たな形式へ向けて　－日本の伝統芸能の事例分析が
　　示唆すること－』
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　Ⅱ－Ｃ．本学図書寄贈
　平成 24年 6月 5日　ホンバン国際大学へ寄贈図書の目録贈呈（360 冊）
　　＊図書の寄贈は継続事業となる
　上記の講演会ならびに図書寄贈のほかに、教育交流事業として共同研究、交換留学、
短期研修などが実現に向けて検討されている。なお、平成 24年度よりホンバン国際大学
との教育交流は、国際交流委員会の所管となっている。
Ⅲ　ホンバン国際大学について
　ホンバン国際大学の日本語による学校案内では、同大学は 1997 年に設立された私立
大学であり、9つのキャンパスに 23学部 30,000 人の学生を擁するとされる。
　日本の大学との教育交流は、本学のほかに大阪大学、大阪国際大学、大阪外国語大学、
広島工業大学、活水女子大学、茨城キリスト教大学などとの実績がある。
　特色としては、大学課程、短大課程、専門学校課程を含め正規認可された学校であり、
幅広い分野を多様な形式で学べるとある。また、日本語学、漫画アニメーション、介護
に強みを持ち、介護学専攻の学生に日本語教育を施し、将来的に日本での資格取得、お
よび就職の途を開くとある。
　ダーラット高原にはラムドン省より供与された土地があり、ここに高齢者施設の建設
を予定している。同施設では日本人高齢者の利用が期待され、介護と日本語を学んだ卒
業生は同施設で働くことができるとしている。
Ⅳ．留学生対談（相澤執筆）
　この対談は、田園調布学園大学において既にはじまっている日本とベトナムとの教育
交流の実情について、紹介することを目的とするものである。
　2012 年 11 月現在、本学社会福祉学科において、3人のベトナムからの留学生が学業
に勤しんでいる。以下に掲載するのは、同年 10 月に実施された、彼女たちへのインタ
ヴューの記録である。読みやすさを考慮して、重複している内容を省略したり、文言を
整えた箇所はあるが、基本的には、彼女たちの発言内容をほぼそのまま収録している。
　こちらが余計な解釈を付け加えた解説よりも、この記録そのものの方が、貴重な資料
的価値があると判断し、この形で公表することにした次第である。その発言内容からは、
彼女たちが深く日本の国とその文化を愛好し、強い意欲をもって勉学に励んでいる様子
が、また本学が、彼女たちの成長や自己実現に対して多大な貢献をなしうる可能性を有
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していることが推察できると思う。
司会： 日本に留学したいと思った理由、きっかけについて教えてください。ベトナムで
日本についてどのようなことを学び、いつ頃から日本に留学したいと思うように
なったか、教えてください。
　Ａ： 私はベトナムの大学で日本語と日本文化について勉強しました。日本のことを勉
強したので、大学を卒業した後、日本に行ってみたいと思っていました。就職し
て、自分の日本語の能力もまだ足りないと気づいたので、日本に留学して勉強す
ることを決めました。
司会： ベトナムの大学で、日本のことを勉強したいと思ったきっかけはどのようなこと
ですか？
　Ａ：日本の文化が好きだったからです。
司会：日本の文化のどんなところが好きでしたか？
　Ａ： 日本文化の「謙虚」なところ、ものごとをきちんとするところ、そういったところ
が好きです。
司会：なるほど。で、大学を卒業した後は、どんな仕事に就いたのですか？
　Ａ：日本語とベトナム語との通訳です。
司会： そうか、それで日本に留学して勉強を続けることを決めたんですね。では、次に
Ｂさんは、どういったきっかけで日本に興味を持つようになったのですか？
　Ｂ： 私は子どものころからいっぱい、日本の映画や音楽を、観たり聞いたりしていま
した。早くから、日本の文化やマンガへの興味がありました。ただ、家族の意見
を聞いて、中国の大学に進みました。その中国の大学で日本人の友人ができたの
ですが、日本人はとても親切で、心があたたかいと感じました。それで日本に
行ってみたい、と思うようになりました。
司会： まず中国の大学に行って、そこで日本人と出会い、日本に行きたいと思うように
なったんですね。Ｃさんはどうですか？
　Ｃ： 私は大学で中国語を学んで、中国人や台湾人が多く働いている企業に入りました。
そこで働いているときの私の仕事は、ベトナム語と中国語との翻訳でした。その
会社は、日本とも貿易をしていたのですが、当時の私は、中国語はわかるけど日
本語はわからない。それで、私の上司の部長は、仕事のときにはいつも 2人の翻
訳者を連れていきました。それでは不便だから、あなたが日本語もできるように
なったらとても便利になるのだが…と会社から言われました。それで、ベトナム
で日本語の勉強をはじめました。6ヶ月くらい勉強したのですが、日本語はとて
も面白く、興味を感じるようになりました。もっと勉強したいと思い、日本への
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留学を決めました。まず日本語が好きになり、それから仕事で会った日本人たち
も皆優しかったので、日本の国や文化に良い印象を持ちました。ベトナムで勉強
するだけでは足りないと思い、日本に留学し、日本で生活してもっと自分の力を
発展させたいと思いました。
司会： わかりました、ありがとう。それで 3人とも日本に来ると同時に日本語学校に入
学したんですよね。ＡさんとＢさんは 2010 年の 4月入学、Ｃさんは同じ年の 7
月に入学。それでは、実際に日本に来て、日本でくらしはじめた最初の頃の、驚
いたこと、困ったことや嬉しかったこと、印象に残っていることなどについて、
教えてください。
　Ａ： 4 月だったので、とても寒かったです。学校の寮に入ったら、リフォームしたば
かりで暖房が使えませんでした。2日ぐらいはインターネットも使えなくて、家
族とも連絡が取れず、そのときはとても心配になりました。しばらくしたら、暖
房もインターネットも使えるようになったのですが…。学校に通いはじめたら、
友達もだんだん増えて、不安もなくなっていきました。
司会：日本語学校には、どんな国から学生が来ていましたか。
　Ａ： 一番多いのが中国からの学生で、2番目が韓国、その次がベトナムからです。ベ
トナムからの留学生はだんだん増えています。日本語学校で友達もできたのです
が、アルバイトをはじめる前までは、日本人の友達はほとんどいなかったです。
司会：どんなアルバイトをはじめたのですか？
　Ａ： 和食のお店です。ドリンクを担当しました。それからスーパーで夜の 11時から 3
時まで商品を出す仕事もしました。はじめは、大変でした。
司会： 日本語学校で 1年勉強した後、2011 年の 4月に田園調布学園大学に入学された
んですね。
　Ａ：そうですね、日本語学校に通ったのはちょうど 1年です。
司会： いつ頃から、どうして田園調布学園大学に入学して、福祉の勉強をしたいと思う
ようになりましたか。
　Ａ： 最初は、日本で日本語と日本文化について学ぶつもりでした。日本に来てからは、
他にいろいろと学びたいことができて、少し悩みました。ベトナムですでに大学
を卒業しているので、大学院に行きたいと思っていました。でも大学院に行くに
は、自分は、日本語と日本文化以外の専門についての知識が足りないと感じまし
た。ベトナムにいる親友と話したときに、「あなたはきっと御年寄りと関わる仕事
が向いているよ」と言われました。それから、友達の紹介で、ベトナムから日本へ
留学する学生のコーディネートなどの仕事をしているＤさんという方と知り合い
ました。Ｄさんに、自分の進路について相談したところ、日本の社会福祉につい
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ていろいろと教えてくれました。田園調布学園大学のこともＤさんから聞きまし
た。
司会： ありがとう。Ｂさんは日本に来て、驚いたことや大変だったこと、困ったことや
嬉しかったことなど、ありましたか。
　Ｂ： ベトナムではほとんど電車に乗ったことが無かったので、日本の電車がこわいと
思いました。たくさんの線路や電車があって、学校に行くのにどの電車に乗った
らいいのかわからなくて、最初の授業は遅刻しました。日本語学校は池袋駅の東
口を出たところにあるんですけど、駅も大きくて人も沢山いて、最初は駅のどこ
から出たら学校に行けるのかわかりませんでした。それから、日本とベトナムと
では、食べ物とか生活の習慣がいろいろと違います。最初は、私は生（なま）もの
を食べられませんでした。でも、御寿司を食べておいしいと思いました。今は、
御寿司が大好きになりました。
司会：アルバイトはいつ頃からはじめましたか。
　Ｂ： 私は、日本に来た時はほとんど日本語を話せなかったので、はじめは、日本語の
勉強に集中しました。6ヶ月くらい経ってから、先生からアルバイト募集につい
て教えてもらい、募集の広告に書いてある番号に電話してアルバイトを探しまし
た。最初にやったアルバイトは、西船橋の牛丼屋さんです。はじめのうちはよく
失敗しました。
司会：いつ頃から、福祉の勉強をしたいと思うようになりましたか。
　Ｂ： 私ははじめ、経済の勉強をしようかと思っていました。ただ本当は、経済よりも
人の手助けをするような仕事に関心がありました。私もＤさんに相談したのです
が、福祉のことについて教えてくださいました。その後自分で、インターネット
等でいろいろ調べてみて、田園調布学園大学で社会福祉を勉強することを決めま
した。
司会： Ｃさんは、最初に日本に来た時、びっくりしたことや困ったことなどありました
か。
　Ｃ： はじめに寮の部屋に入った時、狭くてびっくりしました。日本は豊かな国だと思っ
て来たら、箱のように小さな部屋で、とても心配になりました。それから、Ｂさ
んと同じで、はじめて日本語学校に行く時、街がとても大きかったので、迷って
しまいました。どこに行ったらいいのかわからなくなって、地図をもって日本人
に聞いたら、その人は結局私を学校までつれて行ってくれました。それから、日
本で生活するようになって一番驚いたのは地震です。
司会：そうでしたね。皆さんは、2011 年 3月 11 日の地震を経験しているんですね。
　Ｃ： 地震の時は、電車が止まったりして、とても困りました。自分の家の周りだけ見
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たときは、それほどひどくないと思ったのですが、後で他の場所では津波などが
あったことを知り、驚きました。
司会：Ａさんは、大学に入る直前に地震に遭ったんですね。
　Ａ： はい、引越しの準備をしているところでした。ベトナムはほとんど地震がないか
ら、地震の後に津波が来る、ということもそれまで知りませんでした。
　Ｃ： はじめ東京だけ見たときは、それほどひどいとはわからなかったのですが、東北
では津波によって多くの人や家が流されたのを知って驚きました。地震のときは、
学校の先生の顔つきも変わりました。でも学生たちに「大丈夫よ」「ニュースを見て
心配しているでしょうから、学校の電話を使って御家族に電話して」と声をかけて
いました。あの時のことは忘れられません。とてもこわかったです。自分は外国
から来たばかりなので、日本で暮らし続けた人のように、この地震が大きいか小
さいか、ということがわからなかった。周りの日本人が、これまでにない大きな
地震だと言っていたのを聞いて、ベトナムに帰れなくなるのかな…と思いました。
お店とかも閉まって、しばらくはいろいろと困りました。でも、しばらくして落
ち着いてくると、また池袋にはたくさんの人が戻っていてびっくりしました。今
はもう、小さな地震には慣れましたし、大丈夫です。
司会：社会福祉のことや田園調布学園大学のことは、いつ頃知りましたか。
　Ｃ： やっぱり、皆さんと一緒で、自分の進路について悩んでいました。経済とか経営
の分野に進むことも考えたけど、競争があるような分野は、自分には合っていな
いかな、と思いました。友達やＤさんからもいろいろと助言してもらって、社会
福祉の分野は自分の性格と合っていると思いました。子ども、高齢者、障害者、
ボランティアのことなど、いろいろ学ぶことができる田園調布学園大学を紹介し
てもらって、ここで勉強しようと決めました。
司会： 皆さん、ありがとうございます。それでは、実際に田園調布学園大学に入学して、
どんな印象や感想をもちましたか。
　Ａ： 先生方が優しかったです。「授業内容は理解できますか」とか、先生の方から声を
かけてくださいました。友達も優しくて、地域交流センターに行って、そこで先
輩や同級生とよく話をしました。福祉のこととか日本文化のことについて、いろ
いろ教えてくれました。福祉のことにもだんだん興味が湧いてきて、自分でも後
悔のない選択だったと思います。今は勉強もすごく楽しいです。手話サークルを
はじめいくつかのサークルに入り、ボランティア活動もするようになりました。
今年は、友達と国際交流サークルを創り、筝曲部でお琴もはじめました。
司会： 大学に入ってからは、かなりいろいろなボランティアを体験したり、老人ホーム
でのアルバイトなども体験しましたよね。何か印象に残っていることとか、感想
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があったら教えてください。
　Ａ： ベトナムでも学生によるボランティアは盛んですが、ボランティアを支援する制
度とか、地域交流センターのようなものはあまりありません。ベトナムでは、学
生が友達と自発的にグループを作って、老人ホームでボランティアをするような
ことはよくあるのですが、日本では、大学に地域交流センターやボランティア
サークルがあって、情報も多く、ボランティア活動に手厚い支援が行われている
ところがいいな、と思いました。
　　　 大学に入ってから二つの老人ホームでアルバイトをしました。デイサービスなど
で高齢者の方とかかわる機会を持ちましたが、皆優しかったです。職員さんも優
しかったし、仕事に対するイメージも持つことができました。ボランティア活動
で障害をもった子どもたちと接する機会もありました。全体として、ボランティ
ア活動や施設でのアルバイトを通じてとてもいい勉強ができました。
　　　 今年は、福島県の仮設住宅で暮らしている子どもたちと 1日遊ぶボランティアに
も参加しました。福島県の現在の状況もわかって、とても良い体験になりました。
1年生の間に、施設に行ったりして福祉に対するイメージを持つことができまし
た。2年生になってからは、医療とか社会保障とか、福祉を取り巻く制度のこと
等をさらに深く専門的に学べるので、今は勉強にはまっています。例えば、医
療・保健サービスについて学んでいると、自分が日本に来てから受けた健康診断
のことを思い出したり、日本とベトナムとの医療制度の違いについて考えたりし
ます。
司会： ありがとう。Ｂさんは、今年の 4月に田園調布学園大に入学して、どんな感想を
持ちましたか。
　Ｂ： 最初に大学を見に行ったときは、大学が休みの日で誰もいなかったので、さみし
い感じがしました。でも 2回目に大学を訪ねたときは、知らない人も皆ニコニコ
して、あいさつをしてくれたり声をかけてくれて、とても良い印象をもちました。
はじめは、私の日本語の能力が不足していたと思います。先生方は熱心に教えて
くださいましたが、授業の内容がよくわからないこともありました。日本の大学
での授業の仕方に、少しとまどいを感じて、「困ったな」と思いました。友達がで
きてからは、わからないことは友達に聞くと、親切に何回も教えてくれました。
本当に嬉しかったです。先生も相談に行くと、親切に教えてくれました。
司会：今は、もう日本の授業に慣れましたか。
　Ｂ： はい、だんだん慣れてきて、今はもう大丈夫だと思います。Ａさんにもいろいろ
教えてもらいました。
司会：Ｂさんも、老人ホームでのアルバイトをやっていますよね。
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　Ｂ： はい、主に見守りの仕事で、高齢者の方からいろいろな話が聞けるところが面
白いです。はじめのうちは、御年寄りの方が話す言葉がわからないこともあり、
困ったり失敗することもありましたが。
司会：Ｃさんは、田園調布学園大学に入って、どんな感想を持っていますか。
　Ｃ： 最初は心配でしたが、今は大丈夫です。授業のはじめに先生が、「留学生が 2人い
ます。留学生が授業を集中して聴くことができるように、皆さんは静かにしてく
ださい」とか言ってくださいました。同級生もみんな優しくて、「分からないこと
は聞いてね」とか声をかけてくれました。いろいろ遊びにも誘ってくれました。
司会：3 人がやっている筝曲部の活動は楽しいですか？
　Ｃ：楽しいです。むずかしくて、なかなかおぼえられないけど、頑張っています。
　Ａ：先生がすごく優しくて、一生懸命に教えてくださいます。
　Ｃ： 優しくてとてもいい先生です。部長や他のみんなも優しいです。私たちは、まだ
まだ下手で、よく間違えたり、緊張して汗が出て御琴を弾くための爪を落とした
りするんですが、先生は「頑張ってね」と声をかけてくれます。大学祭で演奏する
ので、頑張ってたくさん練習しないと…。
司会： 国際交流サークルでは、9月 15、16 日に皆で、代々木公園で開催された「ベトナ
ムフェスティバル」の見学に行ったりしたんですよね。今は、大学祭に向けての準
備をしているところかな？
　Ａ： はい。大学祭では、各国の世界遺産についての展示やメンバーが制作したアクセ
サリーの販売、それからベトナムのおかゆの模擬店をやる予定で、今、準備して
います
司会： 今年は、インターネットを利用して、ホンバン国際大学の学生と、テレビ電話を
通しての交流を 5回ほどやりましたよね。どうでしたか？感想を教えてください。
　Ａ： 面白かったです。機械がうまく動かなくて、向こうの話を聞くことしかできなかっ
た回もありましたが。その時間に授業があって、興味を持っているのに参加でき
ない学生も多くいる点が残念です。日本の大学生とベトナムの大学生とが交流で
きる貴重な機会なので、日本人の学生がもっと参加できるようになったら良いと
思います。
　Ｃ： ホンバン国際大学の学生も私たちもベトナム人なのに、テレビ電話のときは、日
本語を使って討論して、何だか不思議な、面白い感じでした。でも、あるテーマ
に関して考えて自分の意見を言い、お互いの意見を聞く、という交流は、とても
良い勉強になりました。
　Ｂ： 私が参加したときは、日本人の学生が恥ずかしがってあまり積極的に発言しない
感じでした。
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　Ａ： それは、人によって違うと思います。日本人でも積極的に良くしゃべる人もいる
し、そういう人が参加しない回もありました。
司会： ありがとう。皆さん、この大学を卒業した後の進路や仕事については、どんな希
望やイメージを持っていますか？あるいは将来の夢について、語ってください。
　Ａ： 日本の社会福祉施設については、ボランティアやアルバイトを通じて、ある程度
イメージが持てるようになったので、これからは日本の社会福祉の制度について
もっと詳しく勉強したいと思っています。3年次の実習でも、そういったことが
学べる、社会福祉協議会や地域包括支援センターなどに行けたらいいな、と思っ
ています。卒業するまでに社会福祉士の資格を取得したいです。卒業後は、日本
で福祉関係の仕事に就くことも考えていますが、最近は、国際貢献とか何か国際
的な分野に関る仕事にも興味を持っています。そうした分野で活動しているＮＰ
Ｏ法人やＮＧＯ等にも関心があります。
　Ｃ：私もそうです。
　Ａ： 日本の福祉施設で働くことも考えていますが、日本とベトナムとの協力、交流に
関する活動をしている団体にも興味を持っています。あと、これは将来の夢です
が、ベトナムで、自分でＮＰＯを設立して、私の友人と一緒に、ベトナムの学校
に行けない子どもたちを教育面で支援するような活動をしたいと考えています。
多分それはベトナムの国や社会への貢献にもなると思います。自分たちの団体で
資金面の援助等も受けて、それを本当に困っているひとたちのもとに配分するよ
うなことをやりたいです。
　Ｂ： 私は、まだ 1年生なので、今はあまり具体的には決めていません。ただ、ボラン
ティアやアルバイトの体験を通じて知ることができたので、日本の福祉施設で働
くことも考えはじめています。また、子どもに対する福祉の分野に関心を持つよ
うになりました。
　Ｃ： 私は、Ａさんと同じく、まず社会福祉士の資格を取りたいと思っています。私も
国際的な分野に関るＮＰＯやＮＧＯに興味を持っています。私の夢は、自分で仕
事をして必要なお金を稼いで、自分の出身地のホーチミン市で、親がいない子ど
もたち等、必要な人に無料ないしは低料金で食事を提供するとか、福祉的な活動
をすることです。私の故郷では、まだ孤児院のような施設がないので、親をなく
した子たちは、御祖父さん御祖母さんと一緒に暮らします。
司会： ありがとう。皆さんそれぞれすばらしい夢を持っていますね。ぜひ、その夢の実
現に向けてがんばってほしいと思います。それでは、最後の質問ですが、皆さん
の勉強に関して、何かしてほしいサポートや支援などはありますか？
　Ａ： 現在、先生方がやってくださっている留学生の勉強会などで、授業中に理解しき
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れなかったところの勉強を見ていただけるのは、とても助かります。後はグルー
プで何かのテーマを決めて調べてきて話し合ったりする機会をつくって頂けると、
とても効果的だと思います。
　Ｃ： 時間があるときは、先生に引率して頂いて、日本文化に関する重要な場所とか、
いろいろなところに見学に行ってみたいです。自分ではどこへ行けばいいのかわ
からないし、一人では行けないところに行けるのは、貴重な体験になります。
　Ａ： 留学生と日本人の学生と、グループで交流しながら、どこかへ見学や旅行に行け
たら、楽しいし良い勉強になると思います。
司会： わかりました。今後はぜひ、そういうことを企画してやっていきたいと思います。
皆さん、今日は本当にありがとうございました。
　　　＊ご協力をいただいた留学生の皆さんに、心より感謝申し上げます。
Ⅴ．終わりに
　ベトナムの社会制度の理解は学校制度を含めてきわめて難しい。日本で入手可能な資
料に書かれている事がらが、現地では異なる経験をたびたびしている。ホンバン国際大
学についても、英語版の”Vietnam Education and Training Directory” 2004, MOET（ベトナム
教育訓練省）によれば、県立大学の一つに位置づけされている。私立なのか県立なのかど
ちらが正しいのであろうか。
　こうした例はベトナムだけではない。アメリカ私立大学の名門として日本では知られ
るコーネル大学の社会学部（Regional Sociology）は、現地では州立大学の扱いであった。
現場に行って体験して初めてわかる事実もある。社会制度も文化である。日本人の価値
観、日本社会のモノサシが、必ずしも国際社会で通用するとは限らない。
　ベトナムの先生について触れる。ベトナムの先生は副業を持つことが当たり前のよう
である。あるいは、教員が副業なのかもしれない。日本とはずいぶん異なると感じた。
副業を持たないと生活できない先生や、大学教授という肩書きが本業にプラスになるか
ら先生をしている人もいる。しかし、稼いだお金をベトナムの人材育成に役立てようと
教員になっている実業家もいると信じたい。
　ホンバン国際大学のフン学長は、ベトナム戦争では北の兵士としてアメリカ軍と戦っ
ていた。地下トンネルでは銃と日本語の本を片時も手放さなかったと言う。本学の学長
と同様に、フン学長も多くの悲惨を青年期に経験している。今はともに学長職にあるこ
の二人の出会いは何かの縁であろう。そして、ベトナム人留学生が本学に学ぶこともま
た縁である。縁とは直接的な原因―結果の関係からは説明できないアジア的関係とも言
える。西洋的な人間関係論は役割期待の遂行のみを評価する。ベトナム人と日本人の教
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育交流の評価基準はどこに求められるのであろう。交流開始から 2年が経つ。そろそろ
回答を準備したいところである。
　＊役職・肩書きは当時のものである。
